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論　　文　　の　　要　　旨
　イネの組織培養法を用いてラ除草剤低抗性細胞を集めヨその低抗性機構を生理生化学に追跡した
研究である。除草剤低抗性植物の作出の方法を確立し，植物の異物対応能力の遺伝的側面を明らか
にすることが出来る。本研究において取り上げられた除草剤ベンスルフロンメチルはスルフオニル
尿素系の化合物であり事ha当り数10グラムという従来の除草剤の数10～100分の1の微量施用濃度
で有効性を発揮するものである。標的代謝系は分岐鎖アミノ酸生合成阻害であり事アセトラクテー
ト合成酵素（ALS）の活性が著しく阻害されてバリンヨロイシンおよびイソロイーシンの生成が阻害
される。ALSは誘導酵素でありヨ本研究のように培養細胞の培養液中に投入する除草剤の濃度を段
階的に上げて低抗性細胞を選抜するという方法の場合に有効な除草剤の提供につながるものと想定
された。
　イネの胚から誘導した培養細胞は2週間で細胞量を約10倍とするのでヨ2週間毎に植え継ぎを行
いラ除草剤濃度を10－7Mから次第に増加させて10－5Mまでにさせた培地中ででも生長する細胞を選
抜した。通常のイネ細胞の50％生長阻害濃度は5×10－7Mであった。4～8ケ月の培養により，互O－5
M濃度條件下においても通常の細胞と同等の生長速度を維持する細胞群の選抜に成功した。それら
の細胞は培地中に除草剤があっても無くとも，少くとも1年間は低抗性を失わないことが確認され
た。イネ植物はニンジン檀物に比べて約五〇〇倍以上の低抗性をベンスルフロンメチルに示したが、培
養細胞においても同様の傾向が得られた。
　標的酵素ALSを通常細胞と低抗性細胞より抽出精製し盲それらの性質を検討した。通常細胞より
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のALSがベンスノレフロンメチルによる阻害度として50％阻害濃度I。。にて表わすと事5×10－9Mで
あるのに比較しヨ低抗性細胞よりのALSの場合＞10■5Mとなりヨ酵素レベルにおいて除草剤感受性が
著しく異なることを見出した。ALSに対するベンスルフロンメチルの阻害の動力学を検討した。
　一方ベンスルフロンメチルによるアミノ酸組成の変動を検討した結果害確かに通常細胞内ではバ
リンヨロイシンヲイソロイシンの3つのアミノ酸のみが著しく含量低下を示しているのに比ベラ低
抗性細胞ではその様な低下は認められなかった。ベンスルフロンメチルと同時にバリン，ロイシンヨ・
イソロイシン混合物を通常細胞に与えると。ベンスルフロンメチルによる生長阻害が軽減しラほジ
ベンスルフロンメチルを与えない場合に匹敵する生長速度が得られた。
　通常細胞より抽出したALSではヨバリンラロイシンおよびイソロイシンによるフィードバック阻
害が認められたがヨ低抗性細胞からのALSではそのフィードバック阻害の程度が小であった。
　14C標識ベンスルフロンメチルを用いてラその細胞内取り込みラ体内での代謝を通常および低抗性
細胞について比較検討した。細胞内取り込みの速度は低抗性細胞において著しく小であることが示
されヨこのことも低抗性機構として重要な要因であることが推定された。ベンスルフロンメチルの
体内代謝速度は両種細胞共遅くヨ大きな差異は認められなかった。代謝中問物についても両種細胞
間に差異は見出されなかった。同様の代謝過程によって代謝されるものと推定された。
　以上の結果から低抗性細胞の低抗性機構として、ベンスルフロンメチル感受性の小さいALSの生
成が主たるものと考えられ事細胞内へのベンスルフロンメチル取り込み制御も部分的に関与するも
のと結論された。
審　　査　　の　　要　　旨
　他の櫃物に比べ生長速度の遅いイネ培養細胞の比較的速い培養法を確立しヨ段階的に培地中除草
剤濃度を増大させて低抗性細胞の選抜に成功した点は高く評価されるべきものと判定する。
　培養細胞のベンスルフロンメチル抵抗性機構としてラ標的酵素のベンスルフロンメチル感受性を
異にするアイソザイムを見出し事その性質を調べた点は、除草剤の作用機構の研究に対して新しい
道を拓いたものと評価できる。
　ただ低抗性細胞選抜に際しヨ低抗性細胞の出現の機構を明らかにする一助として（1）低抗性細胞の
染色体数の計測や（2）培養細胞から櫃物体に再分化させて除草剤低抗性を検定することを試みると，
更に研究が深まるものと思われる。
　またALSにっいてのアミノ酸配列の決定など酵素化学的接近についても今後の課題として残さ
れる。
　しかしイネ培養細胞について数亙O～100倍の低抗性を具備した細胞を選抜し得たことラおよび低抗
性機構として除草剤感受性の低い標的酵素を見出したことなどは高く評価される。
　よってラ著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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